
                      

 

 

 

 

 

 

  

 

 

「子供たち一人一人に対する公正に個別最適化された学び」を実
現することを目的に学校のＩＣＴ環境整備を進める「ＧＩＧＡスクール構
想」が２０１９年１２月に文部科学省から示され、子供一人一台の学
習用端末と高速大容量ネットワークが各校に導入されることになりま

した。当初は５年で整備する計画でしたが、新型コロナの影響で休校
措置を取らざるを得なくなった場合の在宅学習に使えるようにするた
め、今年度内で完了するよう前倒しされることになりました。 

本校でも、２月から校内ネットワークと関連設備の工事が進めら
れ、それについてはほぼ完了しています。３月中に、ネットワークの通
信確認と各端末の設定および動作確認が行われ、来年度から本格
的に稼働できるようになります。また、付随してインタラクティブボード
（電子黒板）も２台納入され、こちらについては早速授業で活用して
いるところです。 

本校ではこれまでもご寄付していただいたタブレット端末を授業で
活用してきました。台数が限られている上にネット環境が貧弱なため
にグループに１台という利用の仕方でしたが、必要な情報へ自在に

アクセスできる、動画を撮影しその場で動きを確認できる、グループ
の意見を画面で共有できる、等多くの利点がありました。高速通信下
で全員が一台ずつ利用できるようになると、今まで以上に様々な使
い方が可能になり、授業のスタイルが大きく変わると思います。 

先進的に取り組んでいる他校の実践に学んだり、独自に工夫した
りしながら積極的に授業に取り入れ、子供たちの学びを充実させて
いきたいと思います。 
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南陽市中学校生徒会連絡協議会  

２月２２日（月）午後から７名の学校評議員の皆様においでいただ
き、今年度２回目の学校評議員会を開催しました。 

各学級の授業のようすをご覧いただいた後、今年度の本校の教育
活動について説明させていただき、それに対してお一人お一人からご
感想やご意見を頂戴しました。コロナ対応で制限が多かった中でも成
果を上げている生徒たちの頑張りを高く評価していただきました。ご指
摘いただいた課題については、検討し改善していきたいと思います。 

 

２月１９日（金）に、南陽市内の３中学校の生徒会役員による連絡
協議会が行われました。今回は新型コロナ感染予防に配慮し、オン
ラインでの会議となりました。 

市連合運動会に取り組む意義
について各校で話し合った内容を
交流し、来年度はどんな市連合運
動会にしていきたいかを話し合い
ました。 

市内全校に、このキーボード付タブレッ
トＰＣが導入されます。 

巨大なタブレットのようなインタラクティブボード ⇒

ホームルーム教室と多目的ホールに WiFi
アクセスポイントが設置されました。充
電は多目的ホールの保管庫で行います。 


